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健
康
づ
く
り
大
会

町
で
は
〝
町
民
の
健
康
づ
く
り
″
を

モ
ッ
ト
ー
に
「
水
巻
町
健
康
づ
く
り
推

進
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
、
第
一
回
目

の
大
会
を
十
一
月
二
十
六
日
、
町
民
会

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
多
数
の
参
加
者
が
集
ま
り

協
議
会
を
代
表
し
て
伊
藤
町
長
か
ら

「
大
会
で
得
た
健
康
に
対
す
る
知
識
を

地
域
、
職
場
、
家
庭
で
是
非
い
か
し
て

い
た
だ
き
、
明
る
い
健
康
で
住
み
よ
い

町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
記
念
講
演

に
う
つ
り
ま
し
た
。

講
師
は
、
ラ
ジ
オ
人
生
相
談
で
も
活

や
く
中
の
福
教
大
名
誉
教
授
、
橋
田
義

雄
先
生
（
写
真
枠
内
丁
壷
演
は
か
人
間

関
係
を
中
心
と
し
て
″
を
テ
ー
マ
に
、

今
日
の
青
少
年
の
問
題
や
老
人
の
若
が

え
り
な
ど
幅
広
い
範
囲
の
話
を
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
自
分
の
人
生
経
験
な
ど
の

事
例
を
豊
富
に
も
り
こ
み
、
笑
い
の
中

で
の
楽
し
い
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
健
康
は
肉
体
的
な
も
の
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
理
的
な
影
響

が
多
分
に
あ
る
こ
と
を
／

年
末
・
年
始

役
場
業
務
の
休
み

㊥
役
場
一
般
事
務
は
1
2
月
2
9
日
か

ら
1
月
3
日
ま
で

㊥
町
民
会
館
は
1
2
月
2
8
日
か
ら
1

月
4
日
ま
で
休
館

風邪に負けるな。／　自分のからだは　自分で健康管理
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交通ルールを今日も守って、

水
巻
町
内
で

昨
年
比
四
割
増

発多

で
　
故

路噌
事
掛

工事で渋滞する　3　号線

運
動

起
因
し
て
い
ま
す
。

運
転
手
の
み
な
さ
ん
、
狭
い
道
路
で

の
運
転
は
十
分
に
注
意
を
お
願
い
し
ま

す
。

人
（
2
8
％
減
）
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が

発
生
件
数
で
二
百
七
十
三
人
（
3
0
％
増

）
増
え
て
い
ま
す
。

水
巻
町
で
は
、
死
者
は
減
っ
た
も
の

の
件
数
で
は
四
〇
％
も
急
増
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
水
巻
町
路
線
別
で
み
る

と
次
表
の
通
り
、
町
道
が
圧
倒
的
に
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
狭
い
道

路
で
の
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
ブ
レ

ー
キ
の
踏
み
お
く
れ
、
徐
行
運
転
な
ど

基
本
的
な
原
則
を
守
っ
て
な
い
こ
と
に

水巻町内交通事故腸線別件数

計飲
酒
運
転
は
家
族
の
恥

「
ち
ょ
っ
と
一
杯
が
事
故
の
も
と
」

に
危
険
で
す
。
と
く
に
幼
児
の
一
人

歩
き
は
さ
せ
な
い
よ
う
に

㊥
バ
ス
に
乗
る
と
き

。
バ
ス
が
止
ま
る
ま
で
き
が
っ
て
待
ち

ま
し
ょ
，
つ
。

。
か
け
込
み
乗
車
は
危
険
で
す
。
ド
ア

の
開
閉
に
は
特
に
注
意
を

㊤
車
内
で
は

。
お
と
し
よ
り
や
体
の
不
自
由
な
か
た

に
席
を
譲
り
ま
し
ょ
う
（
黄
色
の
席

は
優
先
席
）

。
進
行
中
の
車
内
移
動
は
危
険
で
す
。

。
立
っ
て
い
る
か
た
は
、
必
ず
つ
り
輪

や
手
す
り
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

㊥
バ
ス
を
降
り
る
と
き
は

。
両
替
は
止
っ
て
い
る
時
に

。
降
車
合
図
は
早
め
に
、
止
ま
っ
て
か

ら
立
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
皆
免

許
時
代
と
い

わ
れ
る
一
方

で
、
酒
が
日

常
広
く
親
し

ま
れ
、
革
を

運
転
す
る
人

運
転
者
と
し
て
最
も
悪
質
な
飲
酒
運

転
だ
け
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

折
尾
警
察
署
管
内
で
今
年
の
一
月
～

十
一
月
ま
で
の
交
通
事
故
発
生
は
、
八

百
七
十
二
件
で
、
十
四
人
も
の
尊
い
生

命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
対
前
年
に
比
較
す
る
と
四

も
飲
酒
運
転

の
危
険
性
を
宿
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
十
二
月
は
忘
年
会
、
一
月

は
新
年
会
な
ど
と
酒
を
飲
む
機
会
が
非

常
に
多
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
つ
い

「
こ
の
程
度
な
ら
大
丈
夫
」
と
、
一
杯

が
二
杯
、
三
杯
…
受
な
り
、
気
が
つ
い

た
時
に
は
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
事

故
と
な
っ
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
、
即
、
免
許
取
り
消
し

で
す
し
、
他
の
事
故
に
比
べ
て
死
亡
率

も
三
倍
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

バ　ス　の

無事故運動

年
末
に
な
る
と
買
物
客
な
ど
で
、
車

内
が
こ
み
合
い
、
毎
年
、
こ
の
時
期
に

な
る
と
、
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
際
、

老
人
、
幼
児
が
倒
れ
て
ケ
ガ
を
す
る
ケ

ー
ス
が
で
て
い
ま
す
。

パ
ス
を
利
用
さ
れ
る
か
た
は
、
ぜ
ひ

次
の
こ
と
を
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

㊥
バ
ス
の
直
前
、
直
後
の
横
断
は
非
常

遠
賀
郡
農
業
祭

共
進
会
表
彰

十
一
月
二
十
三
日
、
岡
垣
町
の
海
老

津
小
学
校
で
遠
賀
郡
農
業
祭
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

多
数
の
農
業
関
係
者
、
一
般
の
か
た

が
朝
早
く
か
ら
つ
め
か
け
、
い
ろ
ん
な

催
物
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

農
作
物
共
進
会
で
は
、
当
町
か
ら
特

定
作
物
・
大
豆
を
十
八
件
出
品
し
、
次

の
か
た
が
人
選
し
ま
し
た
。

。
優
秀
賞
　
久
保
田
光
恵
（
頃
末
）

。
優
良
賞
　
藤
崎
孝
子
（
吉
田
三
）

広
川
幸
子
（
二
）
山
本
馨
（
頃
末
）

豊
沢
恵
子
（
下
二
）

今
月
の
納
期

税
金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

固
定
資
産
税
…
3
期
分

県民手帳を御希望のかたは12月22日まで役場企画係に且冊240円
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伊
蕪
㌶
入

薫

…
董
－
今
年
を
飾
る
ス
ポ
ー
ツ
い
ろ
い
ろ
ー
…
…
－
－

ラ　イ　オ　ン　ズ旗争奪

ママさんバレーボール大会

お父さんたちの声援を背に

挿
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
ベ
ス
ト
4
は
次
の
と
お
り

で
す
。

渡
辺
裕
史
、
柴
田
光
規

。
小
学
6
年

新
洞
事
三
、
江
頭
都
信

。
中
学
生
江
頭
潔
尚
、
江
島
代
志
久

◎
団
体
戦

。
小
学
生
頃
末
Ａ
、
富
田
Ａ

。
中
学
生
。
吉
田
Ａ
、
猪
熊

1
2
月
2
日
、
南
中
、
体

育
セ
ン
タ
ー
の
両
会
場
に

分
か
れ
て
、
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
旗
争
奪
戦
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

師
走
の
忙
し
い
日
に
も

か
か
わ
ら
ず
多
数
の
マ
マ

さ
ん
が
参
加
し
、
7
9
年
の

総
決
算
と
し
て
の
好
試
合

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は

お
父
さ
ん
た

ち
も
つ
め
か

け
、
家
庭
ぐ

る
み
の
盛
大

な
応
援
の
な

か
、
力
い
っ

ぱ
い
の
練
習

の
成
果
を
発

頃末

2「・－」10
票　　賀

2「「Ｏ　二「⊥宇
下　　　古

Ａ　　賀　　　　　　古賀対噴末の決勝戦

少年剣道

大　会

第
9
回
少
女
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル

富
田
拭
地

境

　

宋

1
1
月
2
5
日
、
頃
末
小
学
校
体
育
館
で

教
育
長
旗
少
年
剣
道
大
会
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
最
近
は
女
流
剣
士
も
多
く
な
り
、
黄

色
い
声
が
と
ぶ
か
う
中
で
の
好
試
合
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
個
人
戦
　
1
位
、
2
位

。
小
学
4
年

江
頭
漠
哉
、
池
永
和
朗

。
小
学
女
子

十
亀
典
子
、
工
藤
千
住

。
小
学
5
年

1
1
月
1
8
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
、
頃
末

小
学
校
体
育
館
で
1
7
チ
ー
ム
、
2
0
4

人
の
参
加
選
手
が
集
ま
り
、
ポ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ポ
ー
ト
ポ
ー
ル
も
授
業
に
と
り
い
れ

ら
れ
る
な
ど
、
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

す
っ
か
り
定
着
し
、
白
熱
し
た
試
合
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
、
四
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
勝

ち
進
ん
だ
頃
末
南
、
み
ず
ほ
Ａ
、
高
松

団
地
、
吉
田
三
で
優
勝
決
定
戦
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
で
昨
年
の
優

勝
チ
ー
ム
下
二
を
敗
っ
た
吉
田
三
が
、

決
勝
戦
で
み
ず
ほ
Ａ
を
5
9
対
2
9
で
敗
り

初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

福
岡
県
最
低
賃
金

一

日

…

2

5

3

1

円

福
岡
県
で
適
用
す
る
最
低
賃
金
が
改

定
さ
れ
、
一
日
、
2
2
8
1
円
以
上
の

賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

ま
た
、
産
業
別
事
業
所
に
お
い
て
は

左
記
の
金
額
以
上
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
実
施
時
期
は
1
2
月

教
育
長
に

副
田
寿
一
氏
が
再
任

十
一
月
十
九
日
、
水
巻
町
臨
時
議

会
が
開
か
れ
、
教
育
長
に
副
田
寿
一

氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

副
田
氏
は
五
十
一
年
九
月
、
前
教

育
長
の
永
沼
子
氏
が
病
気
で
辞
任
し

た
残
任
期
間
を
務
め
、
今
回
で
二
期

目
の
選
任
と
な
り
ま
す
。

副
田
教
育
長
は
「
今
後
共
、
水
巻

町
教
育
行
政
に
町
民
と
一
体
と
な
っ

て
、
明
る
い
学
校
教
育
・
社
会
教
育

の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

経

　

歴

年
令
　
　
六
十
四
歳

住
所
　
　
水
巻
町
吉
田
1
6
1
7

昭

和

1

2

年

3

月

昭

和

1

3

年

4

月

ク
　
1
7
年
4
月

ク
　
2
2
年
5
月

ク
　
5
1
年
9
月

三
重
高
等
農
林
学

校
土
木
科
卒
業

宮
崎
農
学
校
教
諭

遠
賀
農
学
校
教
諭

日
本
炭
鉱
株
式
会

社
入
社

水
巻
町
教
育
長
就

任現
在
に
至
る

下
旬
か
ら
で
す
。

。
食
品
製
造
業

。
繊
維
産
業

ｅ
木
材
・
木
製
品
産
業

。
家
具
・
装
備
品
製
造

。
出
版
・
印
刷
関
連
業

。
ゴ
ム
製
品
製
造
業

0
窯
業
・
土
を
製
造
業

。
機
械
・
金
属
製
品
業

。
卸
売
業
・
小
売
業

。
自
動
車
整
備
業

2

7

7

0

円

2

7

6

7

円

2

9

3

5

円

2

7

3

6

円

3

0

0

5

円

2

8

2

3

円

2

8

7

6

円

2

9

1

1

円

2

7

3

5

円

2

8

6

9

円

な
お
、
ｌ
時
間
当
り
の
賃
金
は
1
日

の
賃
金
を
8
時
間
で
除
し
た
額
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
八
幡
労
働
基
準

監

督

署

（

普

6

7

1

・

6

1

3

6

）

　

へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
か
ら
の
お
廉
い

㊥
郵
便
受
箱
と
表
札
の
掲
出
を

大
切
な
郵
便
物
を
、
間
違
い
な
く
確

実
に
届
け
る
た
め
、
各
戸
に
郵
便
受
箱

と
表
札
の
掲
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

最
寄
り
の
郵
便
局
で
郵
便
受
箱
（
千

四
百
円
）
、
表
札
　
（
ス
テ
ッ
カ
ー
無

料
）
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

㊥
郵
便
物
の
あ
て
名
は
く
わ
し
く
完
全

こ団
地
や
ア
パ
ー
ト
あ
て
名
は
具
体
的

に
「
0
0
棟
〇
〇
号
」
　
「
○
○
ア
パ
ー

ト
○
号
室
」
ま
で
完
全
に
書
い
て
下
さ

い
。
ま
た
、
下
宿
、
間
借
り
で
同
居
の

場
合
は
、
「
○
○
様
方
」
の
肩
書
を
お

忘
れ
な
く
。

㊥
年
賀
状
は
早
目
に

年
賀
状
の
受
付
は
十
二
月
十
五
日
か

ら
で
す
。
郵
便
番
号
を
忘
れ
ず
に
十
二

月
二
十
日
ま
で
に
出
し
て
下
き
い
。

水道管の冬　じ　た　く　は大丈夫ですか



生
活
困
窮
者
に

冬
期
（
越
年
）
見
舞
金
支
給

附酬什　昭和討年12月10日　間酬冊佃酬…紺紺酬ｌ酬醐酬

町
で
は
、
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
次

の
通
り
越
年
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

㊥
見
舞
額

一
世
帯
当
り
　
8
2
0
0
円

一
人
当
り
　
　
1
0
0
0
円
へ
世
帯

主
除
く
）

㊥
対
象
者

①
生
活
保
護
基
準
額
の
1
5
％
増
額
し
た

基
準
額
以
下
の
世
帯

㊥
月
収
は
家
族
全
員
の
合
算
し
た
も
の

で
年
間
の
1
2
分
の
1
の
額

㊥
受
給
手
続

①
各
地
区
の
民
生
委
員
に
1
2
月
1
5
日
ま

で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

⑧
年
金
（
恩
給
も
含
む
）
受
給
者
は
証

書
の
記
号
番
号
と
年
金
額
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

㊥
審
査
方
法

民
生
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
を

町
が
審
査
し
ま
す
。

㊥
支
給
方
法

民
生
委
員
を
通
じ
本
人
に
連
絡

㊥
収
入
例
（
月
収
）

①
2
0
歳
か
ら
4
0
歳
ま
で
の
夫
婦
で
1
2
歳

か
ら
1
4
歳
の
子
供
2
人
の
場
合
…

1
6
万
4
4
2
3
円
以
下
の
世
帯

①
4
1
歳
か
ら
5
9
歳
ま
で
の
夫
婦
で
1
5
歳

か
ら
1
7
歳
の
子
供
2
人
の
場
合
…

1
6
万
4
8
0
3
円
以
下
の
世
帯

⑧
6
0
歳
か
ら
6
4
歳
ま
で
の
夫
婦
の
場
合

8
万
5
9
0
8
円
以
下
の
世
帯

④
6
5
歳
以
上
の
夫
婦
の
場
合

8

万

7

7

9

4

円

以

下

の

世

帯

消
防
設
備
士
講
習
会

▼
講
習
日
時
・
場
所

2

月

5

・

6

・

7

日

　

1

0

時

か

ら

勤
労
者
会
館
（
八
幡
東
区
中
央
町
）

▼
申
込
み

。
1
2
月
1
7
・
1
8
日
1
北
九
州
市
消
防
局

願
書
交
付
く
わ
し
い
こ
と
は
都
消
防

本
部
予
防
諌
（
禽
0
9
3
2
9
・
3
・

1

2

3

1

）

ま

で

公
立
身
障
者
職
業

訓
練
校
生
募
集

▼
募
集
科
　
洋
服
、
洋
裁
、
軽
印
刷
、

義
肢
装
具
、
印
章
彫
刻
、
理
容
科
な

ど
八
科

▼
募
集
期
間

5
5
年
1
月
2
1
日
ま
で
各
公
共
職
業
安

定
所
ま
で

く
わ
．
し
い
こ
と
は
身
障
者
職
業
訓
練

所
－
小
倉
北
区
萩
崎
町
2
番
1
号
曾
9

2

1

・

2

6

0

0

ま

で

県
立
看
護
専
門
学
校

▼
募
集
科
　
定
員
…
修
業
年
限

。
看
護
婦
科
　
5
0
人
　
2
年

。
保
健
婦
科
　
4
0
人
　
1
年

。
助
産
婦
科
　
1
5
人
　
1
年

▼
願
書
受
付

1
2
月
1
7
日
～
1
月
1
9
日
ま
で
に
看
護

句

》

“

“

か

も

〝

“

》

“

“

〝

も

〝

㌦

〝

㌦

“

や

〝

“

”

〝

、

〝

ｎ

や

す

“

り

ケ

》

は

や

″

“

〝

〃

茅

“

い

ケ

も

〝

一

ｌ

“

〃

“

〝

・

．

才

“

”

笠

″

。

才

“

〝

″

‡

・

．

“

″

し

．

〃

“

サ

ケ

“

〃

″

も

〃

し

・

才

も

″

や

タ

≠

7

告

ｒ

ｔ

・

ク

“

り

Ｙ

芸

、

タ

も

ｒ

や

″

ふ

夢

や

″

ｌ

Ｐ

ケ

や

″

Ｔ

や

″

1

㌦

‘

年
末
・
年
始
「
急
病
セ
ン
タ
ー
」
の
臨
時
開
設

～布陣㌔》㍉銅㌔扇も叫㍉〆辱㌔〆㌔軸㌔バ㌔叫も

十
二
月
三

十
ｌ
日
か
ら

正
月
の
三
日

間
、
臨
時
の

「
急
病
セ
ン

タ
ー
」
を
設

け
る
こ
と
に

な

り

ま

し

た
。こ
れ
は
、
遠
賀
中
間
医
師
会
の
全

面
的
協
力
を
得
て
、
遠
賀
郡
四
町
と

申
闇
市
が
共
同
で
設
け
る
も
の
で
、

急
病
で
や
む
を
得
な
い
患
者
さ
ん
に

限
っ
て
診
察
し
ま
す
。

正
月
酒
の
飲
み
す
ぎ
や
正
月
過
ぎ

に
診
察
を
受
け
れ
ば
よ
い
よ
う
な
慢

性
の
患
者
さ
ん
の
診
寮
は
お
断
り
し

ま
す
。急
病
で
診
察
を
受
け
ら
れ
る
か
た

は
次
の
こ
と
を
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

㊥
診
察
は
「
有
料
」
で
す
。

㊥
来
所
の
と
き
は
、
印
鑑
と
被
保
険

者
証
、
生
活
保
護
世
帯
は
診
療
依

頼
書
、
老
人
、
乳
幼
児
、
身
障
者

の
か
た
は
被
保
険
者
証
と
医
療
託

を
持
参
し
て
下
さ
い
。

㊥
原
則
と
し
て
往
診
は
い
た
し
ま
せ

ん
。

㊥
臨
時
開
設
場
所
　
遠
賀
保
健
所
内

（

雷

2

0

1

・

4

1

6

1

・

0

6

2

9
）

㊥
診
療
日
・
時
間

。

1

2

月

3

1

日

　

1

0

時

～

1

8

時

。

1

月

1

日

　

1

2

時

～

1

8

時

1
ｉ
朋
詔
一
叩
時
～
柑
噂

ぐ

音

〃

～

1

〃

溝

ぞ

㌔

苫

“

ぞ

ｌ

～

ぎ

㌦

茅

ぎ

《

〃

“

”

〃

矛

ぞ

㌔

～

い

塞

－

㌔

才

㌦

私

君

才

笠

㌔

音

㌔

‡

㌦

《

㌔

‡

㌦

一

～

し

・

グ

＼

″

‡

㌦

忽

音

革

昔

を

そ

ｇ

Ｊ

哲
げ
、

、－．ｌ　・・、、－・ｌ、1、、ｌｔ、・ナ▼一㌢で1－Ｊ－Ｙｌ一こ－．－さｒＹ1－と，、1一で1′一一

学
校
ま
で

▼
試
験
日
時
・
場
所

ｌ
月
2
6
日
・
2
7
日
・
9
時
、
看
護
学

校く
わ
し
い
こ
と
は
看
護
専
門
学
校
－

筑
紫
郡
太
宰
府
町
向
佐
野
2
2
（
曾
0
9

2

9

2

・

3

・

2

0

3

6

）

ま

で

県
市
場
公
募
債

只
今
募
集
中

県
で
は
、
公
共
事
業
を
推
進
す
る
た

め
次
の
と
お
り
公
募
債
を
発
行
し
ま
す

▼
発
行
総
額
　
7
0
億
円

▼
利
　
率
　
7
・
8
％
（
予
申
告

▼
期
　
間
　
　
1
0
年

▼
債
権
の
種
顆
　
百
万
円
　
十
万
円

一
万
円

▼
申
込
期
限
　
1
月
2
1
日

▼
優
遇
措
憧
　
㊥
十
（
特
優
）
で
6
百
万

円
ま
で
無
税
扱
い

申
込
み
、
問
合
せ
は
最
寄
り
の
証
券

会
社
で年

末
・
年
始

し
尿
・
ゴ
ミ
収
集

㊥
ゴ
ミ

。
1
2
月
2
9
・
3
0
日
町
内
全
域
収
集
、
た

だ
し
、
も
え
る
ゴ
ミ
だ
け
、
持
出
時

間
は
午
前
7
時
か
ら
8
時
ま
で

。
自
分
で
持
込
ま
れ
る
場
合
は
搬
入
証

明
書
を
2
7
日
ま
で
衛
生
係
に

㊥
し
尿

。
臨
時
掛
取
り
の
申
込
み
は
1
0
日
ま
で

衛
生
係
に
（
こ
の
場
合
は
2
9
日
ま
で

行
い
ま
す
）

㊥
事
業
ゴ
ミ

持
込
み
前
に
処
理
場
（
曾
0
9
3
・

2

3

・

ユ

4

2

7

）

に

連

絡

を

。

ロ
発
行
人
Ｆ
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

酬
暫
網
集
′
水
巻
町
金
二
画
財
政
課
（
電
2
0
1
－
4
3
、
へ
㌦

記＝∴臼　　　礼－

香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があ

りました。ご冥福をお祈り申し上げます。

吉田三　故千田美智子殿　千田　和雄殿

机　　故坂田　　久殿　坂田とし江殿

吉田三　故松尾熊次郎殿　松尾ワカヱ殿

頃　末　故池上　登殿　池上　初音殿

下　二　故白石　障治殿　白石　常子殿

日　曜在宅医
12月16日　渡辺医院　外　科　頃　末　書201・2616

12月23日　楠本医院　内・児科　大勝橋徽093・24・0385

12月30日　前原医院　内・児科　樋　口　徽201・0553

1月6日．坂口医院　産婦人科　頃　末　書201・2943

診療時間は9時から17時、原則として往診は致しません。

あなたの役場です　　電話（201）4321番


